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2017年
4月号4月号

　
３
月
例
会
は
拡
大
研
修
委
員

会
が
主
体
と
な
っ
て
設
営
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ

を
『
こ
こ
ろ
を
一
つ
に
　Let's 

拡
大
!!!
』
と
題
し
、
公
益
社
団

法
人
　
坂
出
青
年
会
議
所
よ
り

副
理
事
長
　
60
周
年
実
行
委
員

会
　
実
行
委
員
長
　
新
谷
孝
幸

君
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

ご
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
ご

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
拡
大
活
動
を
続
け
る
に
当

た
り
、
自
分
に
と
っ
て
Ｊ
Ｃ
と
は
何
か
。
尾
道

青
年
会
議
所
の
魅
力
、
他
団
体
と
の
違
い
は
何

か
、
な
ぜ
Ｊ
Ｃ
を
続
け
る
の
か
、
拡
大
の
観
点

か
ら
Ｊ
Ｃ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。　

尾
道
青
年
会
議
所
の
良
さ

と
は
何
か
、
そ
れ
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
だ
と
思
い

ま
す
。
青
年
会
議
所
が
掲
げ

る
「
奉
仕
」
「
修
練
」
「
友

情
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け

尾
道
Ｊ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
友

情
と
い
う
名
の
「
こ
こ
ろ
」

の
絆
で
結
ば
れ
た
つ
な
が
り

が
強
い
と
い
う
風
に
改
め
て

実
感
い
た
し
ま
し
た
。
ど
の

信
条
も
順
序
の
つ
か
な
い
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
が
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
想
い

が
原
点
と
な
り
、
「
奉
仕
」
に
も
「
修
練
」
に
も

つ
な
が
る
。
60
年
も
続
く
尾
道
青
年
会
議
所
の

勇
士
か
ら
は
、
そ
う
い
っ
た
粋
な
心
意
気
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
拡
大
委
員
長
と
し
て
は
、
こ

の
心
意
気
を
少
し
で
も
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
。
そ
し
て
一
緒

に
な
っ
て
体
感
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
人
の
た
め
に
、
ま

ち
の
た
め
に
活
動
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
団
体
、
40
歳
ま
で
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
得
ら
れ
る
経
験
、
世
代
や
業
種
を
超
え

た
出
逢
い
は
ま
さ
に
、
人
生
を
よ
り
豊
か
に
す
る

も
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
３
月
例
会
を
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
拡
大
委
員
会
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
会
員
の
皆
さ

ま
、
坂
出
青
年
会
議
所
よ
り
講
師
と
し
て
熱

く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
新
谷
副
理
事
長
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

丸
尾
周
年
室
長
、
三
谷
事
務
局
長
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

い
た
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
だ
ま
だ
拡
大
活
動
は
続
い
て
お
り
ま

す
。
現
役
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ま
、
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩

方
の
皆
さ
ま
、
６
月
末
の
最
後
の
最
後
ま
で
ご

支
援
ご
協
力
の
程
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
拡
大
研
修
委
員
会 

委
員
長
　
日
暮 

泰
広
）

　
3
月
20
日
（
月
）
、
尾
道
う
ず

し
お
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て

2
0
1
7
年
度
春
期
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
汗
ば
み
そ
う
な
陽
気
の
中
、そ
し
て
午
後
か
ら
は

風
も
吹
き
肌
寒
い
く
ら
い
の
天
気
の
中
、ゴ
ル
フ
を
通
じ
O
B・

特
別
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
春
期
ゴ
ル
フ
で
見
事
栄
光
の
優
勝
に
輝
い
た
の
は

河
井
茂
先
輩
で
し
た
。
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
川
原
浩
太
監
事
が
獲

得
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
お
忙
し
い
中
ご
参

加
頂
い
た
Ｏ
Ｂ
・
特
別
会
員

の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
政
成 

啓
行
）

3 月例会3 月例会
「こころを一つに　Let’s 拡大!!!」

ゴ
ル
フ
大
会

春季



　
一般
社
団
法
人
尾
道
青
年
会
議
所
は
60
年
前
に
県
内
で

４
番
目
の
青
年
会
議
所
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

多
く
の
先
輩
方
が『
明
る
い
豊
か
な
社
会
』の
実
現
に
向
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
沿
っ
た
多
く
の
素
晴
ら
し
い
事
業
を
展

開
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。多
く
の
先
輩
方
が
引
き
継
い
で
き

た
想
い
を
我
々
、現
役
メ
ン
バ
ー
が
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、

創
立
60
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
2
0
1
7
年
5
月
13
日（
土
）、テ
ー
マ『
一心
強
心
』、ス

ロ
ー
ガ
ン『
〜
新
し
き
を
知
り
次
代
へ
継
ぐ
〜
』を
掲
げ
、創

立
60
周
年
記
念
式
典・大
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。多
く

の
先
輩
方
や
、来
賓
の
方
が
お
越
し
に
な
ら
れ
ま
す
の
で
、現

役
メ
ン
バ
ー
と
し
て
失
礼
の
無
い
よ
う
に
、ま
た
、お
越
し
に

な
ら
れ
た
方
に
ご
満
足
い

た
だ
く
た
め
に
、お
も
て

な
し
の
心
を
持
ち
、し
っ
か

り
と
し
た
対
応
、設
営
を

現
役
メ
ン
バ
ー
全
員
で
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、次
の
代
へ
し
っ
か

り
と
想
い
を
引
き
継
ぎ
、

尾
道
青
年
会
議
所
が
ま

す
ま
す
発
展
す
る一
助
に

な
る
よ
う
に
、誠
心
誠
意

を
込
め
、全
力
で
取
り
組

み
ま
す
！

（
記
事
：
60
周
年
実
行
特
別
委
員
会 

副
実
行
委
員
長
　
高
橋 

建
太
）

　
5
月
7
日
（
日
）
、
庄
原
の
地
に
て
本
年
も
ブ
ロ
ッ

ク
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
ホ
ー
ム
で
あ
る
尾
道
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
十
分
な
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
惜
し

く
も
予
選
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
末
に
頼
も
し
い

先
輩
方
が
卒
業
さ
れ
、
戦
力
の
ダ
ウ
ン
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
に
入
部
い
た
だ
き
、
チ
ー

ム
と
し
て
の
力
は
よ
り
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

本
年
は
太
田
理
事
長
の
下
、
必
ず
地
区
大
会
の
切
符
を

持
っ
て
帰
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
応
援
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
　
　   

（
記
事
：
野
球
部 

キ
ャ
プ
テ
ン
　
中
司 

昌
克
）

　
4
月
22
日
・
23
日

で
開
催
さ
れ
る
第
74

回
尾
道
み
な
と
祭
に
お
い
て
、
尾
道
青
年
会
議
所
は

「
B
A
R
・
T
A
T
T
E
　
N
E
O
」
を
開
催
し
ま
す
。

公
会
堂
跡
地
周
辺
を
会
場
と
し
て
設
営
・
運
営
を
し
て
参

り
ま
す
。
尾
道
に
拠
点
を
置
く
お
店
を
メ
イ
ン
に
出
店
し

て
頂
き
、
カ
フ
ェ
＆
バ
ル
の
雰
囲
気
の
中
で
来
場
者
の

皆
様
に
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
併
せ
て
広
島
大
学
熱
気
球
サ
ー
ク
ル
Ｂ
.
Ｃ
有
頂
天
様

の
ご
協
力
の
も
と
、
熱
気
球
に
搭
乗
頂
け
る
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ル
ー
ン
タ
ッ
テ
」
を
開
催
し
ま
す
。
尾
道
の
ま
ち
を

熱
気
球
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
市
役
所
駐
車
場
に
て
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
救

急
車
や
は
し
ご
車
と
い
っ
た
特
殊
車
両
の
展
示
も
行
い

ま
す
。

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
お
越
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
記
事
：
地
域
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

委
員
長

宮
地 

晃
二
郎
）

ブ
ロ
ッ
ク

　野球
大
会

ブ
ロ
ッ
ク

　野球
大
会

ブ
ロ
ッ
ク

　野球
大
会

日時／2017年5月13日（土）
場所／しまなみ交流館

み
な
と
祭
Ｐ
Ｒ

み
な
と
祭
Ｐ
Ｒ

創
立
60
周
年
記
念
式
典
Ｐ
Ｒ

創
立
60
周
年
記
念
式
典
Ｐ
Ｒ

　先日早逝なされました故 永井大貴様

の香典返しとして永井桂子様から金一封

のご寄付をいただきました。深く感謝申し

上げますとともに故人のご冥福をお祈り

します。拝受しました善意は、お気持ちに

副い、社会奉仕事業に有効に使わせてい

ただきます。

ご寄付の御礼とご報告



　
2
0
1
7
年
度
公
益
社
団
法
人
日
本

青
年
会
議
所
　
教
育
再
生
グ
ル
ー
プ
　

国
史
教
育
委
員
会
に
出
向
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
加
藤
で
す
。

　
去
る
1
月
20
日
、
京
都
会
議
の
前
日

に
第
1
回
目
の
全
体
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
太
田
理
事
長

よ
り
ご
厚
情
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
事
務
局
の
皆
様

に
も
サ
ポ
ー
ト
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
日
本
の
歴
史
・
文

化
の
教
育
を
見
直
す
一
助
と
な
る
べ
く

『
走
る
』
、
『
食
べ
る
』
、
『
学
ぶ
』

と
い
う
三
本
柱
を
軸
に
活
動
し
て
参
り

ま
す
。

　
当
面
の
取
り
組
み
と
し
ま
し
て
は
、

日
本
の
祝
日
の
認
知
度
向
上
の
為
に

『
日
の
丸
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
』
と
題

し
て
、
様
々
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の
イ

ベ
ン
ト
や
各
種
団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
、
祝
日
の
P
R
を
し
て
参
り
ま

す
。
2
月
11
日
の
『
建
国
記
念
の
日
』
、
3
月
20
日
の
『
春
分
の

日
』
と
既
に
2
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
聞
等
各
種

メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
注

目
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
4
月
29
日

『
昭
和
の
日
』
、
5
月
3
日
『
憲
法
記
念

日
』
、
5
月
4
日
『
み
ど
り
の
日
』
と
い

う
日
程
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
も
合
同
委
員
会
等
で
出
向
者
報
告

を
さ
せ
て
頂
く
機
会
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
記
事
：
60
周
年
実
行
特
別
委
員
会 

委
員
　
加
藤 

雄
大
）

　地域の希望育成委員会　委員長　川原です。
　４月２日（日）、原田芸術文化交流館-やまそら（旧・
尾道市立原田中学校）にて、「家族と時を刻む思い
出の1ページ作り」と題した家族会を開催しました。

 当日は午後から雨模様との事でしたが、何とか天気にも恵ま
れ、メンバー、その家族を合わせ総勢100名近くの方にご参加
頂きました。
　バブルボール競技では、自分の体より大きなボールに子ども
たちも大興奮で、子ども達の賑わう声とそれを見ている大人も
日常を忘れ、家族・仲間と過ごす希少な時間をしっかりと楽し
むことができました。
　昼食は、会場屋外にて焼きそば、アメリカンドッグ、手作りか
ら揚げ＆ポテトフライなど、日頃の感謝の気持ちをこめて妻子
を厚くもてなしました。食べきれるかどうか心配するほどあった
食材はあっという間になくなり、会場からは「おいしいね」「毎

日作ってくれたらいいのにね」などの嬉しい皮肉も交えながら、
普段とは一味違う食事を堪能しました。
 午後からは土井木工株式会社様の協力のもと、木の端材を用
いた掛け時計作りを行いました。家族一丸となって作る時計は
まさに世界に一つだけのオリジナル時計となり、思い出の１ペー
ジを作ることができたのではないでしょうか。
 普段は多忙でなかなか家族との時間を作りにくいとは思いま
すが、穏やかな山間の会場で、会員にとっても、家族にとっても
思い出深い一日になったと感じました。
　参加いただきましたメンバー及び家族の皆様、誠にありがと
うございました。
　また、影となり日向となり、時には叱咤激励しながら今日の
この日のために惜しみない協力をしてくれた委員会メンバーの
皆さん、本当にありがとうございました。

（記事：地域の希望育成委員会　委員長　川原奨二）

出
向
者
報
告



暖かくなり、桜も満開の時期になりました。4月は様々なスタートの時期です。
自分自身もフレッシュな気持ちを思い出し、これからも青年会議所活動を一生懸命に取り組んで行きたいと思いますので、よろしく
お願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：川口 晴康）

編集
後記

　初めまして。横山大二郎
と申します。私の会社は尾
道新開の「割烹東山」とい
うお店でございます。失わ
れつつある伝統ある日本料
理の技術とその精神を大切
にしながら、日本料理の進
化を追求し次の世代に残す
こと、そして和食を通じて感動と、特別な時間を伝えてい
くことを心掛けております。大嫌いだった尾道を１３年離
れ、戻ってきた時、改めて尾道の素晴らしさを再認識する
ことが出来ました。JCでは先輩方から多くの事を学び、
色んな考え方を聞くことで自らの視野を広げながら切磋
琢磨し、育ててくれたこの町の役に立つ人間に成長してい
きたいです。今後とも宜しくお願い致します。

横山 大二郎
　はじめまして、新入会員
の吉田嵩正と申します。二
年前に地元尾道に戻って
参りました。
　私の職場は西御所町に
ある中国新聞尾道販売所
です。尾道販売所管轄エリア内の配達・集金・営業等の
区域の管理が仕事です。
　尾道青年会議所は私にとって身近な憧れでしたが、仕
事の環境が厳しいのでなかなか入会に踏み切れずにおり
ました。現在も厳しい環境ではありますが、やると決めた
からには時間をうまく管理してしっかりと活動していきま
す。ＪＣ活動から多くのことを学び、先輩方のような魅力
ある人間になれるように努力し、地元尾道に貢献できる

ような人間を目指しま
す。今後ともご指導ご
鞭撻くださいますよう
よろしくお願いしま
す。

吉 田  嵩 正

新 入 会 員 紹 介

監 事 あ い さ つ

川原 浩太

　２０１７年度監事を務め
させて頂きます　川原で
す。どうぞ宜しくお願い致
します。
　本年度は監事という大役
を仰せつかりまして光栄な

思いです。
　これまで先輩方よりご指導頂きましたこ
とをしっかりと伝えられるよう職務を全うし
て参ります。
　そして２０１７年度、全員が力を合わせ、
こころを強く持ち歩んで行ける様、微力な
がら私もＪＣライフに力を注いでいきたい
と思っておりますので、引き続きご指導ご
鞭撻のほど、どうぞ宜しくお願い致します。

髙垣 利將

　２０１７年度監事を務めさせていただきます
髙垣利將です。
 本年は尾道青年会議所60周年という大きな節
目の年となっております。60年存続していると
いうことは本当に大変な事と思います。その背
景には、何より尾道の皆様に応援していただき、
多くの諸先輩方の礎の上に立ち、活気ある青年

経済人がこの地で大いに活躍してきた証拠であります。そのよう
な背景をしっかりと胸に刻み、今後の活動に生かさなければなり
ません。
 私は、尾道青年会議所に入会させていただき12年目になり
ます。
　皆さんよりは少し、卒業された先輩方からの薫陶を受ける機
会が多かったのではないかと思っております。私は、監事として、
前述いたしました先輩方に教えていただいた多くの事を後進の
皆様に少しでもお伝えさせていただく事が使命と思っておりま
す。至らぬ所だらけではございますが、自分なりに精一杯やって
まいりますので、１年間どうぞよろしくお願いいたします。


